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公立大学法人福島県立医科大学の平成２４年度業務実績に関する評価結果（年度評価） 

 

第１ 「全体評価」 

 公立大学法人福島県立医科大学（以下「法人」という。）においては、平成１８年

度の法人化以降、法人化のメリットを生かした以下の特色ある運営がなされている。 

○ 理事長のリーダーシップによる迅速な意思決定に基づく、組織、人事、予算

等の面での自由度を生かした自主的・自律的な運営 

○ 学外者や専門家の幅広い見地と地域社会のニーズ等を踏まえた運営 

 

第二期中期目標期間の初年度となる平成２４年度の業務実績について、法人によ

る自己評価は次のとおりである。 

全項目（２２４項目） 

「Ａ：年度計画を上回って実施している」    ４項目（  1.8％） 

「Ｂ：年度計画どおり実施している」    ２０５項目（ 91.5％） 

「Ｃ：年度計画を下回って実施している」   １３項目（  5.8％） 

「Ｄ：年度計画を大幅に下回って実施している」 ２項目（  0.9％） 

東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故の影響がある中で、理事長

のリーダーシップの下、役員会、経営審議会、教育研究審議会等の内部機関や教職

員が相互に緊密な連携を図りながら、法人を挙げて中期目標の達成に向けて、人材

育成や研究、保健・医療の提供、地域貢献に積極的に取り組み、成果を出しており、

高く評価できる。 

また、東日本大震災等からの復旧・復興を進めるため、福島県の医療の中核施設

として県民健康管理調査を始めとする県民の心と体の健康を守るための各種事業に

積極的に取り組んだことは、大学の社会的評価を大いに高めている。 

なお、一部に十分な成果が得られなかった取組項目もあるが、中期目標の達成に

向け、引き続き教職員が一丸となって取り組まれるよう期待する。 

 

１ 福島県立医科大学 

福島県立医科大学では、豊かな人間性と倫理観を備え地域医療に貢献する医療

人の育成、医学部定員増及び医学部一般入試における地域枠の増設、学生の評価

結果や教員自己評価を踏まえた教育活動の見直し、学生に対する各種支援、公的

医療機関及び民間病院への医師派遣、海外の大学や関係機関との交流や連携の強

化、さらには、放射線医学に関する講座の新設、放射線と健康影響対策に関する

県民への普及・広報、「医療－産業トランスレーショナル・リサーチ・センター」

の充実等に取り組んでおり、それらのことについて評価できる。 

また、東日本大震災等からの復旧・復興への支援として、長期にわたり県民の

健康を見守る県民健康管理調査事業の着実な実施、災害・放射線医療分野の人材

育成、復興に向けた医療面での拠点となる施設の整備・運営に関する組織として

「ふくしま国際医療科学センター」の設置等に取り組んだことについても評価で

きる。 
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２ 大学附属病院    

特定機能病院である大学附属病院（以下「附属病院」という。）では、全人的・

統合的な医療の提供等のため、法人化を機に医学部附属病院から大学附属病院と

なり、既に病院機能評価の認定や都道府県がん診療連携拠点病院の指定を受けて

いるが、救命救急センター及びドクターヘリの運営、臨床腫瘍センターの運営、

肝疾患相談センターの開設、臨床研修の充実、院外研修への専門職の派遣、医師

や看護師等多職種の協働による退院支援、患者等の視点に立った施設整備や栄養

管理業務の改善、入院患者の平均在院日数短縮化の取組など、高度・先進医療、

患者の安全管理と患者やその家族のアメニティ（快適さ）の向上、地域医療との

連携、安定的かつ効率的な病院経営等に取り組んでおり、それらのことについて

評価できる。 

また、「会津医療センター」においては、医師確保に努めるとともに、特色を

出した受入プログラムを作成し臨床実習の体制整備を図るなど、開設に向けた取

組が着実に行われたことは評価できる。 

 

第２ 「項目別評価」 

 

１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置   

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

 

(1) 教育に関する目標を達成するための措置 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

［平成２４年度で評価できる取組○（又は検討課題等△）］ 

○ 中期目標の数値目標(国家試験の合格率)について、医師国家試験及び保健

師国家試験では数値目標を達成したが、看護師国家試験ではわずかに及ばな

かった。 

医師国家試験（新卒） 実績 98.8% (数値目標 95%、全国平均 93.1%) 

保健師国家試験    実績 98.9% (数値目標 95%、全国平均 97.5%) 

看護師国家試験     実績 96.4% (数値目標 100%、全国平均 94.1%)   

○ 医学部の入学定員については、国・県と調整を図り、平成２５年度入学か

ら５名増員し、１３０名とした。 

○ 医学部の入学定員増に伴い、一般入試地域枠を平成２４年度の１５名程度

から平成２５年度は２０名程度に増員し、入学試験を実施した。 

○ 学士課程においては、入試ガイダンスへの参加や県内高等学校の進路指導

教員との懇談会の実施により、大学や入試情報の周知に努めた。 

△ 大学院看護学研究科においては、郡山市と福島市での入試説明会や県内の

病院及び行政保健部門等で個別説明会を開催するとともに、看護協会等の関

連団体・機関に対する周知を行うなど入学者の確保に努めたが、結果的に平成

２５年度入学試験の受験者がいなかったことから、継続的な入学者確保に向

けた取組が求められる。 
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○ 福島の歴史・文化・産業等について理解を深め、魅力ある地域づくりに向

けた営みについて目を向けることで福島の魅力を知り、学生が、将来、自分

の属する地域社会への関心を持ち、魅力ある地域づくりに関わる意識を醸成

することを目的として、第１学年後期に「福島学」を開講した。 

○ 医学部における「衛生学・公衆衛生学実習」（４年Ⅰ～Ⅱ期必修）では、健

康等に関する問題を地域で捉える学習を行ったり、ＢＳＬ（ベッドサイドラー

ニング：医学生の臨床実習）アドバンスト「地域医療コース」におけるホーム

ステイ型の実習（６年選択）等を実施し、「健康と地域」や「医療と地域」に

学生の関心が広がるように指導した。 

○ 平成２５年度からの会津医療センターにおける臨床実習のシラバスの検討

等、実習実施に向けた取組を行った。 

○ 看護学部では、県立病院をはじめ県内の病院や保健センター、訪問介護ス

テーション等での実習を通して、変化する社会の多様なニーズを見据えなが

ら看護を提供するための知識・技術を探求する態度を身につけるよう指導を

行った。 

○ 平成２６年度からの専門看護師教育課程の見直しに向け、将来構想ワーキ

ンググループにおいて修士課程の領域見直しについて検討した。 

○ 看護学部では、偏りのない知識習得や視野を広げるため、教育課程の区分に

「表現力を培う」、「人間の理解を深める」、「倫理性を高める」、「論理的

思考力を培う」、「感性を高める」、「社会の理解を高める」、「人間の身体

機能と病態を理解する」を設け、人文科学分野及び自然科学分野の科目（３７

科目）を開講した。 

○ 「医療人育成・支援センター」が主催で、医学部学生が福島県の魅力を知り、

地域医療の現状に対する理解を深めるとともに、医療人に求められているも

のを肌で実感し、目的意識を持って県内で活躍できるよう、地域の方々と交

流する種々の課外実習プログラムを実施した。 

○ 医学部では、６学年の学生がグループ学習を行いやすいように学内に勉強

部屋を確保するなど、学生の自主学習を支援した。 

○ 看護学部では、学生の自主学習を支援するため、授業で使用しない時間帯

は、カンファレンス室、演習室及び実習室を開放した。 

○ 前期・後期ごとにすべての科目について、学生による授業評価を行い、評

価結果を担当教員にフィードバックし授業改善に活用させるとともに、学生

が授業に臨むに当たって参考にすることができるように、評価結果と学生の意

見等に対する教員の回答をホームページに掲載した。 

○ 医学部では、１０名程度の１クラスに教員１名を担任として配置し、定期

的にホームルームを実施するとともに、学生からのアンケート結果等を踏ま

え、３年生・４年生の全学生に対して教員による個別面談を実施した。 

○ 看護学部では、学生への適切かつ速やかな対応が取れるように学生支援に

関するフローチャートを作成するとともに、新入生の学生１０名に対し学園

生活アドバイザーとして教員１名を配置し、学生が相談や質問をしやすい環境

を提供した。 
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○ 県内の主な医療機関を対象とした就職ガイダンスを学内で実施するととも

に、就職情報コーナーの設置、求人情報の教務システムへの掲示による情報提

供等の学生支援に努め、看護学部卒業生の就職率は中期目標の数値目標（就職

希望者の就職率１００％）を達成した。 

△ 日本学生支援機構奨学金について、事務処理遅延により振込保留事案が生

じた。 

 

(2) 研究に関する目標を達成するための措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

［平成２４年度で評価できる取組○（又は検討課題等△）］ 

○ 医療－産業トランスレーショナルリサーチセンターの基本構想に基づき、

県外の大学病院を含む医療機関とのネットワークを拡大したほか、県内企業

等の検査・診断薬企業群や製薬企業群との連携体制を整え、医薬品開発を推

進した。 

○ 学内全体の代表的な研究を認知・評価し、次期重点研究につながると期待

される学内研究プロジェクトについて各種支援を行い、「福島医薬品関連産業

支援拠点化事業」の成果を学内研究プロジェクトに反映できるように「新技術

セミナー」を実施した。 

○ 革新的医療機器実証事業（医師主導治験）を推進するため研究推進戦略室に

治験調整事務局を設置し、治験コーディネータ等の採用・育成を行った。 

○ 各種セミナーの開催情報や研究支援事業の成果報告書、研究機器の紹介を

研究支援ポータルサイトに掲載するなど、研究活動を支援する情報発信を推進

した。 

○ 英文校正支援サービス従事職員を増員し、質の高い英語論文を作成しやす

い環境を整えた。(英語論文数１４２件  前年比４６．４％増) 

 

(3) 地域貢献に関する目標を達成するための措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

［平成２４年度で評価できる取組○（又は検討課題等△）］ 

○ 県民向けの公開講座や講演会、シンポジウム等を開催したほか、県内の各種

機関が実施する講演会等への講師派遣（３６５件、前年比１２％増）、各種団

体の放射線と健康に関する講演への講師派遣（４９件）等を積極的に行った。 

○ 地域の医師不足解消のため、地域医療支援担当教員１５名、公的病院支援

担当教員４３名、政策医療等支援教員２０名、地域医療再生支援教員１２名

を「地域医療支援センター」に配属し、へき地医療の拠点病院や公的医療機関、

地域医療や、各地域で救急・災害・周産期・感染症等の分野の医療を担ってい

る民間病院等に派遣した。 

○ 「災害医療総合学習センター」や寄附講座「災害医療支援講座」で採用した

県外から招聘した医師を相双・いわき地区に派遣し、東日本大震災及び原子
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力災害の影響を受けた地域に重点的に支援を行った。 

○ 「放射線医学県民健康管理センター」に広報部門を設置するとともに、専任

職員の配置、コールセンターの充実や民間出身の専任教授を登用するなど組織

体制の充実を図り、放射線の影響を正しく理解してもらうため、県民への情報

提供や啓発活動等に取り組んだ。 

○ 研究シーズを取りまとめホームページで公表したほか、リエゾン支援拠点

部門にコーディネータを常駐させ企業等からの相談窓口の一元化を図るとと

もに、「第８回 医療機器設計・製造展示会＆最新技術セミナー『メディカル

クリエーションふくしま２０１２』」への出展や産学官連携セミナーを開催す

るなど、企業とのマッチング(実績６件)を促進させた。 

 

(4) 国際交流に関する目標を達成するための措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

［平成２４年度で評価できる取組○（又は検討課題等△）］ 

○ 海外の放射線専門家と学生等との対話集会、「ホールボディカウンター学術

会議」や「放射線健康リスク管理福島学術会議」を開催し、国際原子力機関（Ｉ

ＡＥＡ）や世界保健機関（ＷＨＯ）等、海外の専門家との交流を深めた。 

○ 武漢大学との間で教員や学生の交流を深めるとともに、シンガポール国立

大学と国際交流協定に関する協議を進めるなど、国際学術交流を推進した。 

 

(5) 大学附属病院に関する目標を達成するための措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

［平成２４年度で評価できる取組○（又は検討課題等△）］ 

○ 研修医の意見を取り入れ、研修医の視点に立った環境改善を行ったほか、

ステップアップセミナーやＦＡＣＥ・診断推論セミナー等の臨床研修以外の

研修を実施し、本県の医療教育の向上に寄与した。 

○ 認定看護師のがん化学療法認定コース及び救急看護認定コースに職員（各コ

ース１名）を受講させ、資格取得者の養成を行うとともに、専門看護師・認定

看護師を院内外の研修に派遣し、看護実践、教育、研究の向上を図った。 

○ ドクターヘリについて、関係機関との連携を図り、より効果的な運航を行う

ためにドクターヘリ運航調整委員会を開催するとともに、福島県と山形県との

間で締結されたドクターヘリの広域連携協定（相互応援）に基づく山形県ドク

ターヘリとの連携が可能になった。 

○ 肝疾患相談員を２名雇用し肝疾患相談センターを開設するとともに、福島

県肝炎対策協議会や福島県肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会に参加し、

拠点病院として関係機関との意見交換や情報提供を行った。 

○ 医師、看護師等多職種の協働による退院支援に取り組むとともに、看護部

及び地域連携部で患者入院時に退院支援アセスメントを実施し、退院困難要

因を抽出するなど支援の質の向上を図った。 
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○ 車椅子用トイレの増設工事や和式トイレの洋式化工事を実施し、院内施設

のバリアフリー化、アメニティー（快適さ）の向上を図った。 

○ 温・冷配膳車を導入し、温・冷に配慮した食事を提供するなど、栄養管理

業務アクションプランのもと患者満足度の向上に取り組んだ。 

○ 会津医療センターの開設に向け、４０数名の医師を確保し、これらの医師に

よる地域医療支援について検討を行った。 

○ 会津医療センターにおける研修プログラムを作成するなど研修実施体制を

整備し、平成２５年度には臨床研修４名、後期研修医６名を受け入れることに

した。 

 

 

２ 東日本大震災等の復興支援に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

 

(1) 県民の健康の保持・増進に関する目標を達成するための措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

［平成２４年度で評価できる取組○（又は検討課題等△）］ 

○ 県民健康管理調査推進のため、以下の取組を実施した。 

・ 放射線に関する国際的研究や診療機関等の専門家から科学的な指導や助

言を受け、本調査の国際標準での評価を得ること、調査結果を正しく世界

に発信することなどを目的として、放射線医学県民健康管理センターに国

際連携部門を設置した。 

・ 「基本調査」の回答率向上のため、調査の有用性をＰＲするとともに、訪

問による問診票の記入支援、市町村や企業との連携、マスメディアを利用

した啓発活動を実施した。 

・ 「甲状腺検査」において、対象者の利便性を考慮した検査会場の選定や検

査時間の設定に努めるとともに、未受診者に対して可能な限りお知らせを

送付して検査実施の情報提供を行うなど、検査受診率の向上を図った。 

・ 「健康診査」の早期実施のため、市町村実施の健診に項目を加えてもらう

とともに、受診可能な医療機関を拡充するなど実施体制を充実させ、対象

者の利便性の向上を図り受診率の増加に努めた。 

・ 「こころの健康度・生活習慣に関する調査」の回答内容から、相談・支援

が必要と思われる方に対して電話支援等を行うとともに、状況の変化やそ

の要因を把握するための調査を実施した。 

・ 「妊産婦に関する調査」の回答内容から支援が必要と思われる方に対して

電話支援等を行うとともに、健康状態等を把握して健康管理に役立てても

らうための調査を実施した。 

○ 情報管理部門に先進機関から職員を招致するなど体制の強化を図るととも

に、県民健康管理調査用データベースの構築に向け、会津大学等の有識者が参
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画するデータベース専門委員会で検討を行った。 

○ 県民健康管理センターに設置した広報部門において、広報戦略の企画立案、

マスコミ対応の一元化、ニーズに合わせた総合的な広報、専用ホームページ

の運用等、効率的な広報・啓発活動を推進した。 

 

(2) 復興支援に関する目標を達成するための措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

［平成２４年度で評価できる取組○（又は検討課題等△）］ 

○ 医学部５年生のＢＳＬや県内外の医療人を対象とするセミナーを実施し、

災害・放射線に関する人材育成を行うとともに、避難住民への健康相談を実

施し、実地研修を通じた被災地貢献を行った。 

○ 医薬品関連産業の支援拠点として医療－産業トランスレーショナルリサー

チセンターを設置し、専門の９分野について研究活動を開始した。 

 

(3) 放射線医学の教育研究等に関する目標を達成するための措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

［平成２４年度で評価できる取組○（又は検討課題等△）］ 

○ ふくしま国際医療科学センターについて、基本構想を策定した後、引き続き

基本設計の策定作業を進めた。 

○ ＢＳＬプライマリーコースで放射線災害医療を実施するとともに、平成２

５年度カリキュラムに「放射線生命医療学」を取り入れた。 

 

(4) 復興支援の連携・協力に関する目標を達成するための措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

［平成２４年度で評価できる取組○（又は検討課題等△）］ 

○ ＩＡＥＡと「健康の分野における協力に関する福島県立医科大学と国際原子

力機関との間の実施取り決め」を交わすなど、関係機関との連携を推進した。 

○ 低線量被ばくモニター開発事業に関して、広島大学との共同研究契約を締結

し事業を進めた。 

 

 

３ 管理運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

 

(1) 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 
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［平成２４年度で評価できる取組○（又は検討課題等△）］ 

○ 事務局の若手職員が中心となり、法人の経営改善案を洗い出し、短期、中

期、長期にわたって取組が必要なものに区分けを行った。 

○ 女性医師の産休及び育児短時間勤務による欠員補充のために、理事長裁量定

数（３名）で代替職員を雇用できるようにし、産休及び育児短時間勤務の制度

を利用しやすい体制作りに努めた。 

○ 東日本大震災及び原子力災害からの医療面での復興に向けた拠点の整備・

運営組織として、ふくしま国際医療科学センターを設置した。 

○ 巨大地震等の災害が発生し帰宅困難な学生が学内に一時避難する事態を想

定して、学生用として２日分の食糧を備蓄した。 

 

(2) 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

［平成２４年度で評価できる取組○（又は検討課題等△）］ 

○ 附属病院における医薬品及び診療材料の購入において、価格交渉の結果、そ

れぞれ７千３百万円（購入額の約２％）、１億１千８百万円（購入額の約４％）

の削減が図られた。 

○ 病床利用率及び平均在院日数の目標達成に向け、診断群分類（ＤＰＣ）デー

タを基に疾患及び治療ごとに分析し、その結果を各診療科にフィードバックす

るとともに、看護ケアの標準化を図るため看護基準・看護手順を作成するなど

して、一般病床の病床利用率は８２．９％（前年比１．５ポイント上昇）、平

均在院日数は１６．４日（前年度比０．５日短縮）となった。 

○ 科学研究費助成事業の応募に向けて説明会を開催するとともに、応募書類

の記載手法の指導や書類の事前確認を行うなど応募支援に取り組んだ結果、

前年度より３２件増の応募数４１４件（一人当たり０．６５件)となった。 

○ 夏期及び冬期間中の省エネルギー対策の徹底について、学内に周知したほか、

チラシを掲示して外来者に協力を求めるなど、省エネルギー対策に取り組ん

だ。 

 

(3) 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するための措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

［平成２４年度で評価できる取組○（又は検討課題等△）］ 

○ 平成２１年度から平成２３年度までの教員の自己点検・自己評価について

各学部教員評価委員会による評価を行い、その結果を各学部長に報告すると

ともに、各教員に通知して教育活動に反映させるように取り組んだ。 

 

(4)その他業務運営に関する目標を達成するための措置 

 

【評価】「Ⅱ：年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 
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［平成２４年度で評価できる取組○（又は検討課題等△）］ 

○ それまで県の規則・要綱を準用していた「情報公開」及び「個人情報保護」

に関して、本学独自の規程・要綱を制定・施行した。 

○ 研究に関する各種指針や法令遵守等の講習会について、開催回数を増やし

て多くの教職員が出席できるようにするなど、学内教職員に対するコンプラ

イアンスの徹底を推進した。 

○ 学生寮ワーキンググループを立ち上げ、学生寮の再整備について検討し

た。 

○ 災害対策ガイドライン、災害対策マニュアルの概略をまとめた「大地震対応

マニュアルポケット版」を作成・配付し、周知徹底を図った。 

○ 情報漏えい防止ハンドブック（情報セキュリティハンドブック別冊）を作成

し、職員や学生に配付した。 
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公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

Ａ 3 Ｂ 142 Ｃ 9 Ｄ 2

Ａ 0 Ｂ 60 Ｃ 1 Ｄ 2

Ａ 0 Ｂ 9 Ｃ 0 Ｄ 1

Ａ 0 Ｂ 34 Ｃ 1 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 9 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 8 Ｃ 0 Ｄ 1

２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

第１
大学の教育研究等の質の向上に関する
目標を達成するためにとるべき措置 Ⅱ　一部計画を下回っており、このうち２項目については計画を大幅に下回って

いるが、概ね計画どおり実施し、一定の成果をあげた。

１
教育に関する目標を達成するための措
置 Ⅱ　２項目については計画を大幅に下回っているが、概ね計画どおり実施し、一

定の成果をあげた。

教育の実施体制に関する目標を達成す
るための措置 Ⅱ

　学生による授業評価の結果を担当教員にフィードバックし、授業改善に活用させると
ともに、学生が授業に臨むに当たって参考にすることができるように、評価結果と学生
の意見等に対する教員の回答をホームページに掲載したことは評価できる。

　臨床教授制度の充実を図り、ティーチングアシスタント制度を積極的に活用
するなど、概ね計画どおり実施した。

学生への支援に関する目標を達成する
ための措置 Ⅱ

　医学部においては３・４年生に対する個別面談の実施や、看護学部の学園生活アド
バイザーの配置等、個々の学生にきめ細かな指導・支援を行うための取組は評価で
きる。

　医学部では、担任制及びファカルティーアドバイザー制度を実施し、看護学
部では学生生活アドバイザーを配置するなど、概ね計画どおり実施した。

(３)

(４)

(２)
教育内容及び教育の成果等に関する目
標を達成するための措置 Ⅱ

　医学部においては、「福島学」や「衛生学・公衆衛生学実習」、「地域医療コース」等
を実施し、健康問題はもちろんのこと、地域での医師のあり方を含め、「健康と地域」
や「医療と地域」に学生の関心が広がるように指導したことは評価できる。
　看護学部においては、県内病院等での実習を通して、変化する社会の多様なニー
ズを見据えながら看護を提供するための知識・技術を探求する態度を身に付ける指
導を行ったこと、また偏りのない知識や視野を広げるため、教育課程の区分を設け人
文科学分野及び自然科学分野の科目を開講したことは評価できる。
　さらに、平成２５年からの会津医療センターでの臨床実習の実施に向けた取組は評
価できる。

　学士課程においては、生命の尊厳や人間について深く理解する能力を育成す
るため、「歴史学」、「倫理学」、「生命倫理」などの教育を実施した。ま
た、大学院課程においては、多分野にわたる最先端の研究法や知識を幅広く習
得させるため、学外から講師を招いて、博士・修士両課程とも必修科目として
「大学院セミナー」を開講するなど、概ね計画どおり実施した。

(１)
入学者受入方針及び入試制度に関する
目標を達成するための措置 Ⅱ

　入試ガイダンスや入試説明会の実施、県内高等学校との懇談会や関連団体に対す
る入学者募集の周知を積極的に行ったことは評価できる。
　また、医学部では、国・県と調整を図り,平成２５年度入学定員を５名増員し１３０名と
したことは評価できる。

　医学部では一般入試のほか推薦入試と私費外国人入試を、看護学部では一般
入試のほか推薦入試、社会人入試及び私費外国人入試を実施した。また、定員
増分の選抜方法を検討し、一般入試の地域枠の募集人員を増やすなど、概ね計
画どおり実施した。
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公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

Ａ 2 Ｂ 9 Ｃ 7 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 6 Ｃ 3 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 3 Ｃ 4 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 14 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 8 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 5 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 1 Ｃ 0 Ｄ 0

研究水準及び研究の成果等に関する目
標を達成するための措置 Ⅱ

　県内企業を含む検査・診断薬企業群や製薬企業群との連携体制を整え、本格的に
医薬品開発を推進したこと、各種セミナーや研究支援事業成果報告書、研究機器紹
介等の情報発信や英語論文支援職員を増員するなど、研究活動を支援する取組は
評価できる。

　学内全体の代表的な研究を「研究連携セミナー」により認知・評価し、次期
重点研究につながると期待される学内研究プロジェクトについて各種支援を行
うなど、概ね計画どおり実施した。

研究の実施体制等に関する目標を達成
するための措置 Ⅱ

３
地域貢献に関する目標を達成するため
の措置 Ⅱ

　概ね計画どおり実施し、一定の成果をあげた。

(２)

(１)
地域社会等との連携・協力に関する目
標を達成するための措置 Ⅱ

　革新的医療機器実証事業（医師主導治験）を推進するため研究推進戦略室に治験
調整事務局を設置し、治験コーディネータ等の採用・育成を行ったことは評価できる。　革新的医療機器実証事業（医師主導治験）を推進するため研究推進戦略室に

治験調整事務局を設置し、治験コーディネータ等の採用・育成を行うなど、概
ね計画どおり実施した。

(１)

　一部計画を下回っているが、概ね計画どおり実施し、一定の成果をあげた。
２

研究に関する目標を達成するための措
置 Ⅱ

(３)
地域産業の振興に関する目標を達成す
るための措置 Ⅱ

　研究シーズを取りまとめホームページで公表したほか、リエゾン支援拠点部門に
コーディネータを常駐させ企業等からの相談窓口の一元化を図るとともに、「メディカ
ルクリエーションふくしま２０１２」への出展や産学官連携セミナーを開催するなどによ
り、企業とのマッチング(実績6件)を促進させたことは評価できる。

　リエゾン支援拠点にコーディネータを常駐させ企業と６件のマッチングを
行った。また、メディカルクリエーションふくしま２０１２に出展したほか、
産学官連携セミナーを３回開催するなど、概ね計画どおり実施した。

　県民向けの公開講座・講演会、シンポジウム等を開催するとともに、各種機関・団体
からの依頼による講師派遣等に積極的に取り組んだことは評価できる。

　保健・医療に関する公開講座、講演会、シンポジウム等を９件開催した。ま
た、県内各教育機関からの講師派遣依頼に対し、前年以上に対応するなど、概
ね計画どおり実施した。

(２)
地域医療等の支援に関する目標を達成
するための措置 Ⅱ

　地域の医師不足解消のために、へき地医療の拠点病院や地域の救急・災害・周産
期・感染症等の分野を担う民間病院等への医師の派遣、特に震災等の影響を受けた
相双・いわき地区への派遣を重点的に行ったことは評価できる。

　地域の医師不足解消のため、教員をへき地医療の拠点病院や公的医療機関、
地域医療や救急・災害・周産期・感染症等の分野に貢献していると認められる
民間病院等へ派遣し、支援を行うなど、概ね計画どおり実施した。
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公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

Ａ 0 Ｂ 7 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 7 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 52 Ｃ 1 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 46 Ｃ 1 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 6 Ｃ 0 Ｄ 0

大学附属病院に関する目標を達成する
ための措置 Ⅱ

　一部計画を下回っているが、概ね計画どおり実施し、一定の成果をあげた。
５

４
国際交流に関する目標を達成するため
の措置 Ⅱ

　概ね計画どおり実施し、一定の成果をあげた。

(１)
国際交流の推進に関する目標を達成す
るための措置 Ⅱ

　海外の放射線専門家と学生等との対話集会、ホールボディカウンター学術会議や
放射線健康リスク管理福島学術会議を開催し、ＩＡＥＡやＷＨＯ等海外の専門家との交
流を深めたことは評価できる。

　中国武漢大学から教員３名を約３か月間受け入れるとともに、本学より教員
２名を武漢大学に派遣し、医学部４年生４名を約１か月間留学させるなど、概
ね計画どおり実施した。

(２)
会津医療センターに関する目標を達成
するための措置 Ⅱ

　会津医療センターの開設までに４０数名の医師を確保したこと、また会津医療セン
ターの臨床実習の体制を整備して、平成２５年度には研修生４名、後期研修医６名の
受け入れが決まったことは評価できる。

　担当理事、会津医療センター準備室長、準備副室長、準備室教授が出席する
定期会議を実施し、各部門の進捗状況を把握して共通認識の下、円滑な開設を
進めた。また、医学部５年生、６年生のＢＳＬの受入プログラムを作成し、平
成２５年度の開設年度より臨床実習の受入体制を整えるなど、概ね計画どおり
実施した。

(１)
附属病院に関する目標を達成するため
の措置 Ⅱ

　臨床研修の充実、院外研修への専門職の派遣、医師や看護師等多職種の協働に
よる退院支援、患者等の視点に立った施設整備や栄養管理業務の改善、入院患者
の平均在院日数短縮化の取組などについて評価できる。

　改正後の災害医療対策マニュアルが円滑に実施できるかの検証訓練を実施し
た。また、医師、看護師等他職種の共同による退院支援に取り組むとともに、6
月から、看護部及び地域連携部で患者入院時に退院支援アセスメントを実施し
て支援の質の向上を図るなど、概ね計画どおり実施した。
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公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

Ａ 0 Ｂ 12 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 4 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 3 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 4 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 1 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 51 Ｃ 4 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 12 Ｃ 2 Ｄ 0

第２
東日本大震災等の復興支援に関する目
標を達成するためにとるべき措置 Ⅱ

　概ね計画どおり実施し、一定の成果をあげた。

第３
管理運営の改善及び効率化に関する目
標を達成するためにとるべき措置 Ⅱ

　一部計画を下回っているが、概ね計画どおり実施し、一定の成果をあげた。

４
復興支援の連携・協力に関する目標を
達成するための措置 Ⅱ

ＩＡＥＡと「健康の分野における協力に関する福島県立医科大学と国際原子力機関と
の間の実施取り決め」を交わすなど、関係機関との連携を推進したことは評価でき
る。

　国際原子力機関（ＩＡＥＡ）と「健康の分野における協力に関する福島県立
医科大学と国際原子力機関との間の実施取り決め」を交わすなど、概ね計画ど
おり実施した。

３
放射線医学の教育研究等に関する目標
を達成するための措置 Ⅱ 　ＢＳＬプライマリーコースにおいて放射線災害医療を実施するとともに、カリキュラム

に「放射線生命医療学」を取り入れたことは評価できる。
　平成２５年度カリキュラムに「放射線生命医療学」を取り入れた。また、低
線量被ばくモニター開発事業に関して、広島大学との共同研究契約を締結し事
業を進めるなど、概ね計画どおり実施した。

２
復興支援に関する目標を達成するため
の措置 Ⅱ 　医療－産業トランスレーショナルリサーチセンターを設置し、専門の９分野において

研究活動を開始したことは評価できる。
　医療―産業ＴＲセンターを設置し、専門の９分野（講座相当）にて研究活動
を開始するとともに、駅前のビルの一角を改修し、本格的に研究を開始するな
ど、概ね計画どおり実施した。

１
県民の健康の保持・増進に関する目標
を達成するための措置 Ⅱ 　県民健康管理調査を着実に実施するために、検査受診率向上の取組や、県民の

ニーズに合わせた広報・啓発活動を推進したことは評価できる。　関係機関等との連携を図りながら県民健康管理調査を推進するなど、概ね計
画どおり実施した。

１
業務運営の改善及び効率化に関する目
標を達成するための措置 Ⅱ

　概ね計画どおり実施し、一定の成果をあげた。

-13-



公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

Ａ 0 Ｂ 10 Ｃ 2 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 4 Ｃ 2 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 2 Ｃ 2 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 14 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 7 Ｃ 0 Ｄ 0

(２)

　一部計画を下回っているが、概ね計画どおり実施し、一定の成果をあげた。

Ⅱ 　医薬品について７千３百万円の削減、診療材料について１億１千８百万円の削減を
達成し、経費を抑制したことは評価できる。　入札制度見直し実行計画に掲げた各見直し項目（年間発注見通しの公表や入

札事務の分離等）について適切に実施するなど、概ね計画どおり実施した。

経費の抑制に関する目標を達成するた
めの措置 Ⅱ

　夏期及び冬期間中の省エネルギー対策の徹底について学内に周知するとともに、
外来者向けのチラシを掲示して協力を求めるなど、省エネルギー対策に取り組んだこ
とは評価できる。

　施設管理運営マニュアルに基づき、エレベータの部分停止を行った。また、
教務事務システムの更なる活用を図り、管理経費の削減を図るなど、概ね計画
どおり実施した。

３
自己点検・評価及び情報の提供に関す
る目標を達成するための措置 Ⅱ

　概ね計画どおり実施し、一定の成果をあげた。

外部研究資金等の自己収入の増加に関
する目標を達成するための措置 Ⅱ

　科学研究費助成事業の応募に向けて、説明会の開催や教授会における周知、記載
手法等の指導や事務局職員による応募書類の事前確認などを行い、前年度より応募
件数が増加したことは評価できる。

　外部資金の取り扱いについて、産学官連携を積極的に推進するため、企業等
からの受託事業を受け入れることとするなど、概ね計画どおり実施した。

(１)

(１)

２
財務内容の改善に関する目標を達成す
るための措置 Ⅱ

組織運営の改善に関する目標を達成す
るための措置 Ⅱ 　東日本大震災及び原子力災害からの医療面での復興に向けた拠点の整備・運営

に関する組織として「ふくしま国際医療科学センター」を設置したことは評価できる。
　事務局の若手職員が中心となり、法人の経営改善案を洗い出し、短期、中
期、長期にわたって取り組みが必要なものに区分けを行うなど、概ね計画どお
り実施した。

(２)
事務等の効率化・合理化に関する目標
を達成するための措置

(１)
評価の充実に関する目標を達成するた
めの措置 Ⅱ

　平成２１年度から平成２３年度までの教員の自己点検・自己評価について各学部教
員評価委員会による評価を行い、その結果を各学部長に報告するとともに各教員に
評価結果を通知し、その後の教育活動に反映させるように取り組んだことは評価でき
る。

　県公立大学法人評価委員会による評価結果を大学ホームページで学内外に公
表した。また、医学部教授会において「医学部教員（助教、助手）を任期の定
めのない教員に移行する際の手続き」を策定し、運用を開始するなど、概ね計
画どおり実施した。
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公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

Ａ 0 Ｂ 7 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 21 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 6 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 7 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 6 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

その他業務運営に関する重要目標を達
成するための措置 Ⅱ

　概ね計画どおり実施し、一定の成果をあげた。
４

情報公開や情報発信等の推進に関する
目標を達成するための措置 Ⅱ 　情報公開及び個人情報保護条例に関する大学独自の規程・要綱を制定・施行した

こと、教育情報ホームページを構築し公開したことは評価できる。
　従来は県の規則・要綱を準用していた「情報公開」及び「個人情報保護」に
関する本学独自の規程・要綱を制定・施行した。また、教育情報ホームページ
を構築し公開するなど、概ね計画どおり実施した。

(２)

情報通信基盤の整備・活用に関する目
標を達成するための措置 Ⅱ

　情報漏えい防止ハンドブック（情報セキュリティハンドブック別冊）を作成し、全職員
及び学生に配付したことは評価できる。

　全学無線ＬＡＮ構築に向けた工事等契約を行った。また、情報漏えい防止ハ
ンドブック（情報セキュリティハンドブック別冊）を作成し全職員及び学生に
配付するなど、概ね計画どおり実施した。

(４)

(３)
健康管理・安全管理に関する目標を達
成するための措置 Ⅱ 　災害対策ガイドライン、災害対策マニュアルの概略をまとめた「大地震対応マニュア

ルポケット版」を作成・配付し、周知徹底を図ったことは評価できる。
　災害対策ガイドライン、災害対策マニュアル等の改訂版をデスクネッツに掲
載し、これらの概略をまとめた「大地震対応マニュアル」ポケット版を作成・
配付して教職員、学生に周知を図るなど、概ね計画どおり実施した。

施設設備の整備・活用等に関する目標
を達成するための措置 Ⅱ 学生寮ＷＧを立ち上げ、学生寮の再整備について検討したことは評価できる。　ユニバーサルデザイン対応のため車いすトイレの整備や改修を行った。ま

た、既設給水・空調・自動制御・火災報知設備の更新を年次計画により実施す
るなど、概ね計画どおり実施した。

(２)

(１)
法令遵守に関する目標を達成するため
の措置 Ⅱ

コンプライアンスの徹底に関して、新規採用職員及び転入者、清掃員に対する研修を
実施するとともに、研究者を対象にした法令遵守に係る講習会について、開催回数を
前年度より増やすなどの取組は評価できる。

　コンプライアンスマニュアル及びチェックシートの配付、各所属コンプライ
アンス委員会の活動状況の把握、コンプライアンスに関する研修会の開催な
ど、概ね計画どおり実施した。
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公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評　価

評 価 に お け る 特 記 事 項

２　項目別評価　総括表

評　　価　　項　　目
公 立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 委 員 会 評 価

計 画 達 成 の 状 況

Ａ 3 Ｂ 142 Ｃ 9 Ｄ 2

Ａ 0 Ｂ 12 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 51 Ｃ 4 Ｄ 0

Ａ 4 Ｂ 205 Ｃ 13 Ｄ 2

　　Ａ・・年度計画を上回って実施している

　　Ｂ・・年度計画を予定どおりに実施している（達成度がおおむね９０％以上）

　　Ｃ・・年度計画を下回って実施している（達成度がおおむね６０％以上９０％未満）

　　Ｄ・・年度計画を大幅に下回っている、または実施していない（達成度が６０％未満）

注２：評価委員会の評価の考え方

　　Ⅰ・・年度計画を十分に実施できている

　　Ⅱ・・年度計画をおおむね実施できている

　　Ⅲ・・年度計画を十分に実施できていない

　　Ⅳ・・年度計画を実施できていない

東日本大震災等の復興支援に関する目
標を達成するためにとるべき措置

　

第２

大学の教育研究等の質の向上に関する
目標を達成するためにとるべき措置

　

第１

　

　

合計

管理運営の改善及び効率化に関する目
標を達成するためにとるべき措置

　

第３

注１：自己評価の考え方
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